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はじめに 

 

 インドネシアは、日本と同様、環太平洋火山帯に位置しており、国内には約 130 の火

山が存在します。当館管轄地域では、近年バリ州アグン（Agung）山、西ヌサトゥンガラ

（NTB）州リンジャニ（Rinjani）山のカルデラ内にあるバルジャリ(Barujari)火山、東

ヌサトゥンガラ（NTT）州イリ・ルウォトロック（Ili Lewotolok ）山、レウォトビ・ラ

キラキ（Lewotobi Laki-laki）山及びイヤ（Iya）山が噴火しています。また、2004 年

12 月、約 16 万人以上の方が亡くなったスマトラ島沖地震（マグニチュード 9.0）をはじ

め、当館管内地域においても、2018 年 8月、西ヌサトゥンガラ州ロンボク島北部地震

（マグニチュード 7.0）など多くの地震、それに伴う津波の発生により、甚大な被害を伴

う災害が繰り返し発生しています。さらに、当地特有の「雨季」においては、山間部に

おける土砂災害、都市部における洪水等による被害も発生しています。 

このように、インドネシアは「災害頻発国」でありますが、防災・減災に繋がる都市部

での建物の免震・耐震性、山間部における土砂災害対策等のインフラ整備、いわゆる「ハ

ード面」の対策、災害発生時の避難計画や地域における避難訓練等の「ソフト面」の対策

のいずれも確立されていない状況です。 

このような中、ひとたび大きな災害が発生した場合、皆様自身やご家族の命を守る行動

「自助努力」による発災後の生活が、非常に重要となってきます。 

  インドネシアは、日本と同様の災害頻発国でありますが、日本とは災害対策に関する考

え方や備えも異なり、どのように自然災害に備え、防災・減災に繋げるのか、この資料を

一読していただき、日頃からの心得や発災時の行動の一助に役立てていただきたいと思い

ます。 

 なお、大規模な自然災害が発生した場合、当館から皆様への安否確認等を行いますが、

災害により被害に遭ってしまった場合には、速やかに以下の当館連絡先までご連絡下さい。 

災害直後は、電話回線が繋がり難い状況が考えられますので、そうした場合には、メー

ルでのご連絡をご利用ください。 

 ・当館代表電話番号（24 時間） 0361-227-628 

   ※閉館時間中は、外部の委託オペレーターに繋がり対応いたします。 

 ・当館メールアドレス denpasar@dp.mofa.go.jp 

 

 また、緊急事態に際しては、当館から皆様へ在留届及び「たびレジ」に登録されたメー

ルアドレスに対して、領事メールによる情報提供や安否確認を行いますが、状況によって

は、「+852-9665-7304」番号から登録された皆様の携帯電話番号に対して、ショートメッセ

ージ（SMS）による一斉通報（情報提供）や安否確認を行う場合がありますので、ご承知お

き願います。 

 ・ 外務省オンライン在留届 

     https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html 

 ・ 外務省たびレジ登録サイト  

    https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html 
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1．事前の備え 

 ～自分と家族の安全は、自らが守るとの心構え～ 

 

 災害に対する事前の心構えとして、「自助＝自分と家族の安全を最優先に考え、

災害発生時の対応を検討・準備しておくこと」が非常に重要となってきます。その

ために、 

 ○ 日頃から、家族の中で災害が発生した際の行動を計画しておくこと 

 ○ 単身者等のお一人で生活している方は、災害発生時の対応を考えておくこと 

 ○ 企業として、災害発生時の駐在員の方の安否確認方法を検討しておくこと 

 ○ 各家庭で非常用の備蓄品を蓄え、持出品の整理をしておくこと 

 ○ 発生情報の入手先の選定 

等の事前の備えが必要であり、重要となってきます。 

 

 また、ご自身がお住まいの地域では、どのような災害が発生しやすいのか、過去

に発生した災害時に、どのようなことが行ったのか等の「事前情報の収集」も重要

となってきます。このような情報は、地元の方が把握していますので、近隣住民や

所属する会社等で働く現地職員などから話を聞いて、過去の発生時の教訓を生かし

た事前の備えを行ってください。 

 

2．自然災害発生時の対策 ～減災に向けた取組～ 

 (1) 地震・津波による災害 

 インドネシアにおいて発生する地震には、震源が陸地ではなく、海底である場合

が多いです。そして、その地震の震源が浅い場合、大きな津波が発生するおそれが

高まります。また、インドネシアの建築物については、十分な免震・耐震性を有し

ているとは言い難い状況でもあります。このような中、万一、大きな揺れを感じる

地震が発生した場合、また、揺れは大きくなくとも、日本と同様に海に囲まれた地

形のインドネシア近海において、マグニチュードが大きい地震が浅い震源で発生し

た場合は津波の発生も考えられます。 

 まずは、ご自身がお住まいの建物に関する情報を得たうえで、地震・津波が発生

する時間帯や家族の生活スタイル、また、災害発生時の行動、例えば避難経路や家

族との連絡手段や集合場所の決定等について、各自シミュレーションを考えて、発

災時の身を守る行動や、その後の生活における必要な物資の確保等、各自「減災」

に繋がる事前の備えを行ってください。 

そのうえで、実際に地震・津波が発生した場合、次のことに注意して行動してく

ださい。 

○ 地震発生時の行動 ～まずは命を守る行動を～ 

 大きな揺れを感じる地震が発生した場合、慌てずに、以下の行動に心掛けてくだ

さい。 

・ 屋内であれば、頑丈な机等の下に避難し、必要であればクッション等で頭を

守る等の身体を守る行動をとる。また、出来るだけ窓から離れた場所で避難



し、夜間・早朝で就寝中も同様の行動を心掛ける。 

・ 屋外であれば、周囲の交通状況等に配意しつつ、建物から離れた場所で持っ

ている鞄等で頭を守る等の身体及び命を守る行動をとる。 

・ 車両乗車時には、運転手に速やかに安全な道路脇に停車するように伝え、揺

れが収まるまで車内で待機する。 

・ ショッピングモール等の商業施設等、不特定多数の人が集まる場所では、不

用意に外に飛び出ることなく、持っている物で落ちてくる天井やガラス等か

ら頭を守る。揺れが収まった後、周囲の状況を見ながら慌てずに行動する（過

去の地震では、地元住民が地震発生と共にパニックとなり建物の外に逃げる

状況が確認されていますが、揺れの最中の移動は危険であり、また、建物出

入口に多数の人が殺到した場合、圧死等の二次災害に遭う可能性が高くなり

ます） 

 

○ 避難時の行動 ～冷静かつ慎重な行動～ 

 揺れが収まり、その場から避難する場合には、以下の行動に心掛けてください。 

・ 屋内からの避難の際には、必ず靴を履き、用意していた非常用備蓄品や持出

品を携行したうえで屋外に避難する。但し、屋外で火災が発生している場合

等、引き続き屋内での避難や待機が安全と判断した場合には、その後続いて

発生する地震による被害に十分注意しながら屋内に留まる。 

・ 屋外では、地震による建物や壁等の損壊により、地面に障害物が散乱してい

る場合があり、また、車両による移動では発災後の渋滞等で身動きがとれな

い場合も考えられるため、基本的には徒歩による安全な場所への避難を考え

る。 

・ 津波に関する情報が出た場合、出来るだけ海や河口からは離れた高台へ避   

難する。そのような適切な場所が無い場合には、付近の比較的頑丈な建物の

上階への避難も考慮する。 

・ 夜間の避難においては、停電していることを想定し、懐中電灯等の明かりを

確保したうえで、屋内・屋外共に足下及び頭上からの落下物に注意しながら

移動する。 

  

 全ての自然災害は、発生の予測が不可能です。その中で、地震及び津波は、皆さ

んの普段の生活で発生した際の被害が大きく、被害を如何に小さくすること、すな

わち「防災」と「減災」が非常に重要となってきます。 

繰り返しになりますが、今一度、「事前の備え」について考えていただき、必要

な準備等をお願いします。 

 

 

出典：Developing Early Warning and Community Preparedness in Indonesia 



（津波避難 Map）https://www.gitews.de/tsunami-kit/id/id_tsunami_evacuation_map_badung.html 

（参考）以下の津波避難地図は、インドネシアの機関が作成した地図を転載したものです。

その正確性について日本の機関において確認されたものではなく、示された区域以外にも

危険地域は存在すると考えられます。 
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(2) 火山災害 

  当館管轄地であるバリ州では、2017 年、2018 年と 2年連続大規模な噴火を記録

したアグン山をはじめ、2016 年 9 月にロンボク島リンジャニ山のカルデラ内にあ

るバルジャリ火山、2020 年 11 月に東ヌサトゥンガラ州レンバタ島イリ・ルウォ

トロック山、2024 年 1 月及び 11 月に東ヌサトゥンガラ州フローレス島レウォト

ビ・ラキラキ山が噴火と、多くの活火山が位置しています。これら活火山の大規模

噴火においては、火砕流、溶岩流出、雨期と重なった際の土石流、泥流の発生及び

火山灰の降灰被害等により、大きな人的物的被害が確認されています。また、噴火

による影響でデンパサールやラブアンバジョ等を含む広範囲の空港が閉鎖や一部

便の欠航が発生する状況も生じています。 

 これら活火山の活動は、インドネシア国家防災庁（BNPB）等の専門機関が、火山

性地震等に関する噴火予兆に関する監視活動を行っており、その都度、情報発信を

しています。 

 当館管轄州には、これら活火山を含む自然の観光スポットが多くあり、多くの在

留邦人や観光客の方が訪れる機会があると思いますが、同地域及び周辺を訪れる際

には、火山活動に関する情報を事前に収集し、少しでも危険がある場合には訪問中

止を検討される等、火山災害の被害に遭わない慎重な行動を心掛けてください。 

 また、同地域及び周囲にお住まいの在留邦人の方々は、普段から、各機関等が発

信する火山に関する情報に関心を持ち、政府等からの避難指示が発せられた場合に

は、躊躇せずに安全な場所へ避難してください。 

 なお、万が一、活火山周辺地域において噴火に遭遇した場合には、 

・ まずは、山頂火口から離れる方向へ避難する 

・ 火砕流や泥流は、谷筋に沿って流れるため、谷筋や窪地には近づかない 

・ 噴石から身を守るため、頑丈な建物や岩陰に身を隠し、頭を持っている物

で守る 

 等の行動に心掛けてください。 

  

 以下の図は、「MAGMA Indonesia」の Web サイトからの抜粋です。 

 同サイトにおいて、火山はレベルⅠ～Ⅳに分類され、2025 年１月現在、インドネ

シア全国で合計６８の火山が登録されています。（ ）内は当館管轄州の状況。 

・レベルⅣ（Awas 危険）   ＝  １（内、バリ州＝０、NTB 州＝０、NTT 州＝０） 

 

・レベルⅢ（Siaga 警戒）  ＝  ４（内、バリ州＝０、NTB 州＝０、NTT 州＝１） 

・レベルⅡ（Waspada 注意）＝２０（内、バリ州＝０、NTB 州＝１、NTT 州＝３） 

・レベルⅠ（Normal 異常なし） ＝４３（内、バリ州＝２、NTB 州＝２、NTT 州＝

１２） 

 既に噴火している火山であっても低く分類されている火山があります。 

2023 年 12 月に大噴火して犠牲者も出たスマトラ島のマラピ火山はレベルⅢ、バ

リ島のアグン山やバトゥール山はレベルⅠ、ロンボク島のリンジャニ山はレベルⅡ、

2024 年 1 月と 11 月に噴火した NTT 州のレウォトビ・ラキラキ山はレベルⅢに分類



されています。 

出展：「MAGMA Indonesia」（https://magma.esdm.go.id/v1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（赤：レベルⅣ、オレンジ：レベルⅢ、黄：レベルⅡ、緑：レベルⅠ） 

 

(3) 豪雨災害・土砂災害 

 インドネシアでは、概ね 11 月から 3 月までの期間が「雨季」となり、各地で大

雨による豪雨災害や土砂災害が発生します。 

 豪雨災害は、主に都市部における洪水や冠水、山間部では洪水、冠水に加えて土

砂崩れや地滑りによる災害が発生し、人的被害、道路や橋の崩落等のインフラ被害

を含む物的被害も多く発生しています。 

 「雨季」における豪雨災害・土砂災害から身を守るため、以下の行動を心掛けて

ください。 

・ 都市部において、車両乗車中に豪雨が発生した場合、運転手に店舗駐車場

等の安全な場所への避難・停車を促し、雨が落ち着くまで待機する。 

・ 車両乗車中に冠水箇所を発見した場合には、絶対に車両で通過することな   

く、冠水場所を迂回する等に心掛ける（車高が高い車両でも、エンジン内

が水没する可能性もあり、また、車体の半分でも水没した場合、水圧でド

アの開放が困難となる場合もあります）。 

・ 都市部における排水に関するインフラが十分でないため「マンホール蓋が   

突然舞い上がり水柱の出現」「小さな水路や排水路でも落ち葉やゴミ等によ

り詰まり、水があふれ出る」等の危険があることから、不要不急の外出は

控える。 

・ 山間部及び周辺を訪れる際には、天気予報等による雨の情報を事前に把握   

し、延期・中止も視野に訪問の可否を検討する。 

・ 山間部を車両走行中には、運転手に土砂災害の可能性があることを十分に   



伝え「道路脇斜面から水が流れていないか」「通行中の道路の水が茶色く濁

っていないか（斜面の土を含んだ水が流れていないか）」等に注意し、その

ような状況を確認した場合には、安全な場所に待避する。 

 

  



3．参考資料 

 (1) 緊急時備蓄品・持出品のチェックリスト 

【緊急時備蓄品】 

□ 非常用食料等 

  家族が当分の間（1週間程度）飲食できる飲食料。米、調味料、缶詰類（及び

缶切り）、インスタント食品、粉ミルク等の保存食及びミネラル・ウォーター

（目安一人あたり 1日３ℓ）等。 

自宅から他の場所へ避難する際には、この中から缶詰類、インスタント食品、

ベビー用品（粉ミルク・紙おむつ、哺乳瓶等）、ミネラル・ウォーター、大容量

のボトル等を携行するようにしてください。 

□ 医薬品・衛星品（救急箱） 

  家族用常備薬の他、常用薬（特に持病のある方は多めに用意）、外傷薬、石け

ん、衛生綿、包帯、絆創膏、救急セット、生理用品等 

□ 電池式携帯ラジオ（ラジオジャパン、BBC、VOA 等の短波放送が受信できる電池

仕様のもの及び予備電池） 

   （参考）FM 放送を受信できる携帯電話もありますので、ご自身が所持している携帯電話にラジオ受信機

能があるかどうかを確認してください。 

□ スマートフォン、携帯電話用予備バッテリー等通信機器に必要な機材 

□ 衣類、着替え（長袖、長ズボンが望ましい。動きやすく、殊更人目を引くよう 

  な華美なものではないもの。吸収性、耐暑性に富む素材が望ましい。） 

□ 履物（動きやすく靴底の厚い頑丈なもの） 

□ 洗面用具（タオル、歯磨きセット、石けん等） 

□ その他 

  懐中電灯、ライター/マッチ、予備電池（モバイルバッテリー）、バッテリー式

照明、ナイフ、缶切り、紙製の食器、割り箸、ラップ、簡単な炊事用具・燃料、

防災頭巾（頭をカバーできるもの）、緊急連絡先リスト（住所、電話番号）、市

販されている居住地の地図、ゴミ袋、ウェットティッシュ、マスク、ゴム手袋、

除菌ジェル等。 

【緊急時持出品】 

□ パスポート（旅券）（6か月以上の残存有効期間があること） 

□ 貴重品（貴金属、預金通帳、クレジットカード等） 

□ 家族全員が当分の間（2週間程度）、生活するのに必要なルピア貨（少額な額 

  面を含む） 

□ 外貨（米ドル、日本円等） 

  

(2) 情報収集関連リスト 

＜インドネシア国家防災庁＞ 

（BNPB：Badan Nasional Penanggulangan Bencana) 

● ウェブサイト 

  https://dibi.bnpb.go.id/ 



   全国の災害情報を提供 

● アプリケーション 

  inaRISK Personal 

   居住するエリアにおける災害リスク情報を提供 

  

＜バリ州地方防災庁＞ 

（BPBD Badan Penanggulangan Bencana Daerah Bali) 

バリ州内における災害情報等を提供 

● SNS 

Instagram   ：@bpbd.bali  

Facebook    ：https://www.facebook.com/bpbd.bali  

X(旧 Twitter) ：BPBD Provinsi Bali@bpbdbali 

 

＜西ヌサトゥンガラ州地方防災庁＞ 

（BPBD：Badan Penanggulangan Bencana Daerah Nusa Tenggara Barat) 

西ヌサトゥンガラ州内における災害情報等を提供 

● SNS 

Instagram ：@bpbdntb  

Facebook ：https://www.facebook.com/bpbd.ntb 

X(旧 Twitter) ：BPBD PROV NTB@bpbd_ntb 

 

＜東ヌサトゥンガラ州地方防災庁＞ 

（BPBD： Badan Penanggulangan Bencana Daerah Nusa Tenggara Timur) 

東ヌサトゥンガラ州内における災害情報等を提供 

● SNS 

Instagram ：@pusdalopsprovntt 

Facebook ：https://www.facebook.com/Pusdalopsprovntt/  

X(旧 Twitter) ：BPBD PROVINSI NTT@Pusdalops 

 

＜気象気候地球物理庁＞ 

（BMKG：Badan Meteorologi, Klimatologi, dan Geofisika） 

● アプリケーション 

・ WRS-BMKG 

   BMKG の警告受信システム（WRS～Warning Receiver System）を利用した、

全国の災害に関する早期警告を提供（火山噴火情報が除く） 

・ Info BMKG 

   災害情報だけでなく、天気予報も提供する等、上記アプリケーションより、

より多くの情報を提供 

  

＜火山地質災害軽減センター＞ 



(PVMBG：Pusat Vulkanologi dan Mitigasi Bencana Geologi) 

● アプリケーション 

・ MAGMA Indonesia 

   火山噴火、地滑り、航空機用の火山灰情報を提供（早期警告通知有り） 


